
ア
サ
ヒ
飲
料

館
林
市
内
の
工
場
で
生
産
し

て
い
る
ア
サ
ヒ
飲
料
（
東
京
都
）

の
乳
酸
菌
飲
料
「
カ
ル
ピ
ス
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
５
日
、
同
市

の
東
武
館
林
駅
で
開
か
れ
た
。
同
社
と

東
武
鉄
道
の
社
員
、
市
職
員
ら
約

人

が
乗
降
客
ら
に
試
供
品
約
１
５
０
０
本

な
ど
を
配
っ
た
‖
写
真
。

社
員
ら
は
カ
ル
ピ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
水
玉
模
様
の
法
被
を
羽
織
り
、
「
カ

ル
ピ
ス

濃
い
め
」
を
配
布
し
た
。
特

急
列
車
「
り
ょ
う
も
う
『
カ
ル
ピ
ス
』

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
の
車
内
で
は
「
カ

ル
ピ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
や
風
船
を
乗
客

に
手
渡
し
た
。

館
林
駅
で
試
供
品
を
受
け
取
っ
た
大

泉
北
中
１
年
の
福
田
虎
太
朗
さ
ん

は
「
一
番
乗
り
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」

と
喜
ん
だ
。

カ
ル
ピ
ス
は
１
９
１
９
（
大
正
８
）

年
７
月
７
日
に
発
売
さ
れ
、
そ
の
日
は

カ
ル
ピ
ス
の
「
誕
生
日
」
と
さ
れ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
は
誕
生
日
を
前
に
ア
サ

ヒ
飲
料
な
ど
が
昨
年
に
続
き
企
画
し

た
。

（
平
山
舜
）
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太 田・石 井 店 52・0206
〃 ・長 山 店 46・2504
〃 ・渡 辺 店 45・2795

〃 ・村 井 店 33・8080
〃 ・村松西部店 32・4551
〃 ・村 松 店 47・2970

〃 ・管 野 店 38・2914
桐 生・林 店 44・8769

〃 ・大 西 店 43・7108

〃 ・鈴 木 店 44・4311
〃 ・大 沢 店 43・1503

〃 ・村 松 店 52・8050
〃 ・内 田 店 54・4311

館 林・山 崎 店 72・0747
〃 ・小 峯 店 72・9005
〃 ・渡 辺 店 75・3665

〃 ・山 本 店 72・0667
新 里・内 田 店 72・1417
大間々・小 林 店 72・1840

〃 ・読売内田店 72・1226

藪塚笠懸・松 沢 店 78・8635

藪 塚・関 上 店 78・6571
岩 宿・関 上 店 77・2999
大 泉・松 沢 店 62・0843

〃 ・山 本 店 62・3551
本中野・赤 坂 店 88・0675

〃 ・松 沢 店 88・0025

花 輪・内 田 店 72・1417
赤 岩・大 橋 店 86・2271

栃木藤岡・皿 沢 店 ・62・2237

あぶらや で

川場・永井酒造

浴
衣
姿
で
日
本
酒
飲
み
比
べ

浴
衣
で
日
本
酒
の
飲
み

比
べ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

が
４
日
夜
、
板
倉
町
内
蔵

新
田
の
和
食
店
「
あ
ぶ
ら
や
」
で

開
か
れ
た
。
地
元
客
ら
約

人
が

肉
や
魚
の
料
理
に
合
う
銘
柄
や
飲

み
方
を
学
び
、
仲
間
と
酔
い
し
れ

た
‖
写
真
。

永
井
酒
造
（
川
場
村
）
が
純
米

大
吟
醸
や
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
な
ど

６
種
類
を
振
る
窑
っ
た
。
同
社
担

当
者
が
各
銘
柄
の
特
徴
や
た
し
な

み
方
を
紹
介
。
参
加
者
は
町
名
産

の
キ
ュ
ウ
リ
の
シ
ョ
ウ
ガ
漬
け
や

刺
し
身
な
ど
と
食
べ
合
わ
せ
、
味

わ
い
の
広
が
り
を
感
じ
た
。

明
和
町
斗
合
田
の
会
社
員
、
砂

賀
千
晴
さ
ん

は
「
浴
衣
を
着

て
、
晴
れ
や
か
な
気
分
で
地
元
群

馬
の
お
酒
と
季
節
の
食
事
を
楽
し

め
て
大
満
足
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

あ
ぶ
ら
や
の
延
山
知
正
社
長

は

外
食
の
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る

仲
間
と
非
日
常
の
食
事

を
楽
し
め
る
場
を
つ
く
れ
て
良
か

っ
た

と
話
し
た

茂
木
勇
樹

住
民
の
声
を
政
治
に
生

か
そ
う
と
、
千
代
田
町

議
会
は
５
日
、
コ
ス
メ
・

ニ
ス
ト
千
代
田
町
プ
ラ
ザ
で
意

見
交
換
会
を
開
い
た
。
町
民
約

人
と
議
員

人
が
よ
り
よ
い
地

域
に
す
る
た
め
に
議
論
し
た
‖
写

真
。参

加
者
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を

交
わ
し
た
。
町
民
か
ら
は
公
共
交

通
の
充
実
や
道
路
冠
水
の
対
策
、

子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
た
。

酒
巻
広
明
議
長
は
「
町
政
は
町

民
が
主
人
公
。
身
近
な
話
題
で
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
が
で
き

た
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
。
意
見

交
換
会
は
３
回
目
と
な
る
。

（
平
山
舜
）

よ
り
よ
い
地
域
へ

町
民
と
意
見
交
換

千
代
田
町
議
会

池坊華道会が親子体験会

親子で生け

花に親しむ体

験会が５日、桐生市の

美喜仁桐生文化会館で

開かれ、児童らがそれ

ぞれの感性でヒマワリ

などを生けた‖写真。

参加者はヒマワリや

アワ、カスミソウなど

６種類の植物を使っ

て、生け花に挑戦。保

護者と相談しながら、

花の長さや並び、見え

方などを考え、丁寧に

生けていた。

家族４人で参加した

同市広沢町の小学２

年、岩脇士翔さんは「格

好良い作品を目指し

た。楽しかったし、い

い作品ができた」と満

足そうだった。

体験会は自国の文化

に関心を抱いてもら

い、後世につなげてい

こうと、池坊華道会（京

都市）が主催。指導は

桐生など県内４市で活

動する「池坊上毛支部」

の関係者が担った。

（毒島正幸）

桐
生
の
八
木
節

Ｐ
Ｒ

任
せ
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

本
年
度

人
に
認
定
書

桐
生
市
の
観
光
宣
伝
の
た

め
、
全
国
で
八
木
節
踊
り
を

披
露
す
る
「
桐
生
八
木
節
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
」
の
認
定
式
が
５

日
、
同
市
の
桐
生
商
工
会
議
所
で
開

か
れ
、
本
年
度
認
定
さ
れ
た

人
が

そ
ろ
い
の
衣
装
で
軽
快
な
踊
り
を
披

露
し
た
‖
写
真
。

式
で
荒
木
恵
司
市
長
は

８
月
７
日

か
ら
始
ま
る
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
で

ぜ
ひ
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い

と
激
励
し
た

新
規
の
４
人
を
含
む

人
に
認
定
書
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
で

同
市
出
身
の
神
山
一い

鞠ま
る

さ
ん

‖
太
田
市
‖
は

大
好
き

な
八
木
節
ま
つ
り
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に

伝
え
た
い

と
の
思
い
で
参
加

八
木

節
を
通
し
て

桐
生
を
知
る
き
っ
か
け

が
つ
く
れ
た
ら

と
意
気
込
ん
で
い
た

（
毒
島
正
幸
）

太
田
市
の
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の

国
児
童
会
館
は
５
日
、
同
会
館

で
恒
例
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

つ
り
」
を
開
い
た
。
会
館
に
登
録
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
や
学
生
ス
タ
ッ
フ

ら
約

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
繰
り

広
げ
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ

た
‖
写
真
。

会
場
に
読
み
聞
か
せ
や
折
り
紙
、
電

子
オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り
な
ど
八
つ
の
ブ
ー

ス
を
構
え
た
。
会
員
ら
は
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
な
が
ら
工
作
を
手
伝
っ
た

り
、
作
り
方
を
教
え
た
り
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
を
普
段
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
技
を
生
か
し
て
も
ら
う
場
と
し
て

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。
電
子
工
作

を
担
当
し
た
堀
越
和
彦
さ
ん

は

「
普
段
な
じ
み
の
な
い
は
ん
だ
付
け
に

も
楽
し
く
挑
戦
し
て
も
ら
え
た
」
と
喜

ん
だ
。

（
小
林
日
向
子
）

折り紙や工作
親子連れ満喫

こどもの国ボランティアまつり

市民の健康増進へ新事業 推進協
人

市
民
の
健
康
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
桐
生

市
の
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
、
同
市
の
美
喜
仁
桐
生
文

化
会
館
で
開
か
れ
、
委
員

人
が

女
性
の
骨
密
度
検
診
な
ど
本
年
度

の
新
規
事
業
を
確
認
し
た
‖
写

真
。会

長
に
選
出
さ
れ
た
市
医
師
会

の
永
田
徹
副
会
長
が
「
健
康
な
く

し
て
何
事
も
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
健
康
増
進
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

風
疹
の
予
防
接
種
や
心
の
健
康

相
談

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活

動
な
ど
２
０
２
５
年
度
事
業
を
説

明

そ
の
後

任
意
の
麻
疹
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成
な
ど
本
年
度

事
業
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た

同
協
議
会
に
先
立
ち
、
各
委
員

に
荒
木
恵
司
市
長
か
ら
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
た
。

（
毒
島
正
幸
）

館林市に館林工

場を構える化学メ

ーカーの日興リカ（東京都、

石井宏幸社長）は、市内の

小中学校４校に理科の実験

器具を贈った‖写真。

十小には顕微鏡１台と方

位磁石 個を贈った。同

校を訪れた鈴木智典館林

工場長は「『なぜ』『面白

い』と感じる体験が学びの

原点。その一助になれば」

とあいさつ。中村美江子教

育長は「理科教育充実の

ため、大切に使わせていた

だく」と述べて、感謝状

を贈った。

六小には実験用のスタン

ド、七小には気体検知管、

三中にはガスバーナーをそ

れぞれ贈った。同社は2029

年度までに市内の全小中学

校に教材を贈る方針。

（平山舜）

４
小
中
学
校
に

理
科
実
験
器
具

日
興
リ
カ
が
寄
贈

江原葵さん

リサイタル

桐
生
市
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
江
原
葵
さ
ん
の
リ
サ

イ
タ
ル
「
音
色
の
し
ら
べ

Ｖ
ｏ
ｌ

５
」
が
５
日
、
同
市

の
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
聴
衆
１
２
０
人
が
演
奏
や
解

説
を
楽
し
ん
だ
。

「
名
曲
＆
シ
ョ
パ
ン

『
３
つ

の
扉
』
か
ら
楽
し
む
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
魅
力
」
と
題
し
、
「
音
ト

ー
ク
」
「
イ
メ
ー
ジ
画
」
「
表
現

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
の
観
点
で
楽

し
む
構
成
。
平
井
康
三
郎
「
幻
想

曲

さ
く
ら
さ
く
ら
」
や
シ
ョ
パ

ン
「
子
犬
の
ワ
ル
ツ
」
「
別
れ
の

曲
」
な
ど
、
解
説
を
交
え
な
が
ら

披
露
し
た
‖
写
真
。

会
場
に
は
楽
曲
か
ら
受
け
る
印

象
を
表
現
し
た
イ
メ
ー
ジ
画
も
飾

ら
れ
、
訪
れ
た
人
が
演
奏
と
共
に

楽
し
ん
で
い
た
。

（
毒
島
正
幸
）
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